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近年、台風や洪水等による水災害が激甚化・頻発化しております。地震対策や
治水対策は目に見えにくい部分もございますが、国民の皆様の安心・安全を守る
ため、防災・減災、国土強靭化対策をしっかりと前に進めていくべく尽力して参
ります。この地域の事業について、本紙を通じ、少しでもご理解いただけますと
幸いです。

■桑名東部拡幅事業（伊勢大橋の架け替え）現状について

①長良川浚渫（しゅんせつ）   ②立田地区干潟再生
③高潮堤防かさあげ   ④木曽岬干拓地区
⑤木曽岬高潮堤耐震対策 ⑥尾張大橋の洪水時対策 ⑦伊勢大橋の架替え

■河川内や地中での工事は目視不可の
ため、現地案内図にてご説明いただく

■長良川における浚渫（しゅんせつ）工事

川底にたまった土砂を取り除くことで、川底の
断面を広げ、洪水時の水位を下げるべく工事が進
められています。下流部の海苔養殖事業者への影
響も考慮し、工事期間が５～９月に限定されてお
ります。
↓左）従前の川底の様子 右）完工後のイメージ

■木曽三川下流域の事業視察を行いました。

木曽三川下流域は日本
最大のゼロメートル地帯
であり、堤防が決壊した
場合、甚大な被害が想定
されます。そのため、堤
防の強化や、治水の重要
性が極めて高い地域と
なっております。
国土交通省 中部地方整
備局 木曽川下流河川事
務所の大坪所長を始め、
皆様にご協力いただき、
以下の事業を視察いたし
ました。

■尾張大橋にて令和4年度に実施し
た整備の効果を現地にて確認

北勢国道事務所 長谷川所長にお越し
いただき、現状を視察。
既に橋の下部工（橋台や橋脚）の工事
は完了し、今年度は、上部工（道路部
分）の発注が行われる予定です。橋の
架け替えにより、右折ポケットの新設
や、堤防の整備がなされます。この地
域の道路事情の一層の円滑化と安全対
策のために、一日でも早く実現できる
よう当方も汗をかいてまります。
ご期待ください。■下部工の工事が完了し、事業

が止まっているように見えます
が、上部工の発注に向け、鋭意
取り組んで戴いております。
来年度以降は、橋梁がかかり、
目に見える形で工事の進捗をお
見せできるかと存じます。↓

■↑ 橋の架け替えにより、
橋途中の交差点にて、右折
ポケットが新設され（2.5車線化）、
常時右折可能となります。

木曽川下流域ver.表面

⑦伊勢大橋
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木曽川下流域ver.裏面

耐震対策工事実施にあ
たり、事前に、地面に穴
をあけ、地盤の調査をし
たうえで、計画を立てま
す。
←写真の箱は水位計であ
り、木曽川の水位を計測
しています。技術の進化
により、大規模な施設が
不要になり、安価となっ
たため、簡易に設置がで
きるようになりました。
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■尾張大橋における大型台風対策

尾張大橋は桑名市と愛知県弥富市の
間を流れる木曽川を横断する国道１号
の橋です。
現状、堤防の高さが不足しており、特
別警報クラスの大型台風襲来時、場合
によっては通行止めにし、土のうを設
置しますが、令和４年度の事業により、
アクリル製の低い壁を設置することで、
土のう設置区間を10分の１に縮小さ
れました。

上流部でしゅんせつした土砂を活用して、干潟の再生が実施されています↑
多様な水際環境を再生するための取り組みで、当日は野鳥が観察できました。

■ボーリング調査・水位計の
設置動向について説明戴く

■視察を終えて
ご同行いただいた皆様にお世話になり、事業の進捗や課題を深く理

解することができました。改めて感謝申し上げます。
先の第211回通常国会では、国土強靭化基本法が改正し、災害に強い
国土づくりのため、新しい国土強靭化計画の策定を進めることとなり
ました。我が国最大のゼロメートル地帯であり、伊勢湾台風による甚
大な被害があったこの地の安全のため、１日でも早く事業が推進する
よう、国政の場で力を尽くして参ります。

■立田高潮堤防かさあげ工事・木曽三川下流域の自然再生事業

高潮堤防は大規模地震の際に、
液状化現象が起こると、変形
・沈下をする恐れがあります。沈
下を防ぐための地盤の改良や、沈
下をしたとしても、高さを保つよ
う嵩上げ工事が行われております。
防災・減災、国土強靭化５か年加
速化対策の予算を使い、皆様の安
全・安心が保たれるよう、事業を
進めて参ります。

洪水時など、正確な判断を下せるよう、デジタル技術も取り入れていきます。

左岸

右岸（桑名市側）

作業時間の短縮を図るべく、今後も
対策を検討して参ります。
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